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加速器 稼働時間 稼働週 




1.7MVタンデトロン	   2300時間 21週間




















































































































































対応　  結果 
Qレンズの電流値を上げた 制御盤の電源が落ち	  
動かなくなった
制御盤を開け中を確認	  
保護用のヒューズとバリスタを交換
Qレンズを上げると、制御盤の電源が落ちる 
Qレンズの電源から電流のリーク	  
コンデンサの経年劣化による容量抜け	  
　Qレンズ電源を交換
問題なく動作している 
運転盤電源部 運転盤電源部
電源保護用バリスタ
7
バリスタ
ご清聴ありがとうございました
RFイオン源内部確認 RFイオン源内部確認 
Rb充填作業
Arガス中で	  
　　Rbアンプル（10g）を取り付ける	  
8
RFイオン源　まとめ 
•  原因	  
　実験操作を誤り、Rｂの温度を急激に上昇させ
たため、Rb蒸気がコルツボトル側に逆流したた
めと考えられる	  
　He供給用シンフレックスチューブ先端部、Rb
セルのシール面からリーク？	  
RFイオン源　まとめ 
•  RFイオン源交換部品	  
– コルツボトル、コルツボトルカナル、Rbアンプル
（10g）、Rbオリフィス、荷電変換チャンバー、コル
ツボトルのRb荷電変換カナル側Oリング、Rbセル
フランジ部のガスケット、	  He供給ラインをSUS製の
チューブで曲げてスウェジロックで接続、フレヨン
バッフル	  
•  RFイオン源と加速タンク管ゲートバルブ洗浄	  
